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科目の概要
DP3.4に記載しているライフスタイルのデザインを提案するために必要な専門的知識を身につけ、自らの可能性を高めて社会に貢献することができる人の育成を目指しま
す。そのためにこの科目では、アパレル企業における商品企画について、企画のプロセス・職種別の業務内容を理解し、マーケティング分析・ターゲット調査・カラー
展開・素材の選定・アイテムデザイン・価格設定に至る全段階を学び演習することにより、計画的なブランディング能力を習得します。
担当講師はアパレルメーカーにパタンナーとして勤務した後、フリーランスとなり様々なブランドの商品企画を担当してきた実務経験があり、この授業では商品企画の
流れを具体的に説明します。

学修内容 到達目標

① アパレル業界の流通の仕組みを理解する。
② アパレル業界の職種と業務内容を知る。
③ シーズントレンドと消費者ニーズを分析する。
④ オリジナルブランドを作り、商品を企画する。
⑤ オリジナルブランドのマップを作成し、発表する。

① アパレル業界の仕組みと専門用語を説明することができ
る。
② 自分に合った職種を見つけ、進路につなぐことができる。
③ ターゲットの設定、カラー・素材・デザインを提案するこ
とができる。
④ 商品ができるまでのプロセスを構成することができる。
⑤ 販促に効果的なビジュアルを用いて企画案を発信すること
ができる。

学生に発揮させる社会人基
礎力の能力要素

学生に求める社会人基礎力の能力要素の具体的行動事例

前に踏
み出す
力

主体性 トレンドや業界の仕組みを理解する為に、自ら市場調査に行くなどして自己学習ができ
る。

働きかけ力

実行力 課題を計画的に仕上げるための手順や方法を考え、到達することができる。

考え抜
く力

課題発見力 アパレル企業の取り組みを分析し、情報を整理してブランディングの課題は何かを考え発
見できる。

計画力

創造力 今までのアパレルの固定概念に捉われることなく、これからのアパレルの提案ができる。

チーム
で働く
力

発信力

傾聴力

柔軟性

情況把握力

規律性

ｽﾄﾚｽｺﾝﾄﾛｰﾙ力

聞き手に伝わりやすい発表の仕方や話すポイントが整理され、発表することができる。

発表者、発言者には丁寧に耳を傾け、さらに自分の意見を述べることができる。

無断欠席、遅刻、居眠り、私語など講義に支障をきたす行動をせず、授業が円滑に進行す
るようルールを守ることができる。

テキスト及び参考文献
テキスト：使用しない。プリントを適宜配布する。
参考文献：「ファッションマーケティング」菅原正博他、ファッション教育社
参考文献：「ファッションビジネス用語辞典」ファッションビジネス学会、文化出版局
参考資料：「カラーイメージスケール」(株式会社日本カラーデザイン研究所)
https://www.artiencegroup.com/ja/column/chromatics/basic/004.html
教料費：作品用ファイル￥110（全員）、配色カード￥1,390（希望者）、ドローイングペン￥600（希望者）

他科目との関連、資格との関連

ファッション関連科目で獲得した知識・技術を総合的に活用し、発揮できる科目である。

学修上の助言 受講生とのルール

「カラーコーディネート」「ファッションコーディネート」
「アパレル化学」等の選択科目を事前に履修しておくことが
望ましいです。日頃からファッション情報やトレンドに興味
を持ち、さまざまな媒体から情報を収集して下さい。

各単元ごとにマップを提出して下さい。
マップ製作時にスマホやタブレットを用いる場合があるた
め、その時間に限り使用を許可します。その際に発生する
通信料等は自己負担となります。
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実務経験のある教
員による授業科目



【到達目標の基準】

【評価方法】

到達レベルS(秀)及びA(優)の基準 到達レベルB(良)及びC(可)の基準

Ａ（優）の目安：商品企画の基礎を正確に理解し、主体的
に市場を調査し、高度な分析ができる。最新トレンドと
ニーズに合わせたターゲットの設定と、カラー・素材・デ
ザインの効果的な提案ができる。オリジナリティがあり、
ビジネスとしても成り立つ将来性のあるマップが計画的に
製作できる。

※上記に対して極めて高い評価が与えられると判断された
場合、S（秀）とする。

Ｂ（良）の目安：商品企画の基礎を理解し、市場を調査
し、分析ができる。トレンドとニーズに合わせたターゲッ
トの設定と、カラー・素材・デザインの提案ができる。
マップが計画的に製作できる。

Ｃ（可）の目安：商品企画の基礎をおおむね理解している
が、調査や分析は十分ではない。ターゲットの設定とカ
ラー・素材・デザインの内容が矛盾している。課題の提出
が遅れている。

評価方法 評価の
割合

到達目標 各評価方法、評価にあたって重視する観点、評価についてのコメント評価
対象

学
期
末
試
験

平
常
評
価

学
修
成
果

学
修
行
動

総合評価
割合

100

①

0

②

③

④

⑤

筆記（レポー
ト含む）・実
技・口頭試験

①

0

②

③

④

⑤

小テスト

① ✓

20

アパレルの商品企画
「ブランドポリシー＆ターゲット企画表」

（獲得）マーケティングと商品企画の基礎知識（50％）
（活用）自ら市場調査に行くなどして広く調べ、トレンドや業界の
仕組みを理解する（25％）
（解決）時代背景とトレンドを交えて自分の考えでブランドの企画
立案ができる（25％）

② ✓

③ ✓

④ ✓

⑤

レポート

① ✓

70

ターゲット企画に合わせたイメージの具体化
「ターゲットイメージマップ」
「シーズンイメージボード」
「スタイリングマップ」
「デリバリーアイテムマップ」

ターゲット企画に合わせた商品のデザイン、提案
「企画絵型表」
「作品発表」

各単元ごとにマップを提出し、能力を評価する

（獲得）商品企画の応用知識、計画的・戦略的なマーチャンダイジングの知識（50％）
（活用）トレンドとニーズの分析に基づいたターゲットの設定ができる（30％）
（解決）テーマと企画の内容に矛盾なく、オリジナリティや説得力がある提案ができる（20％）

② ✓

③ ✓

④ ✓

⑤ ✓

成果発表（プ
レゼンテー

ション・作品
制作等）

① ✓

10

・課題の期限後提出は完成度が高くても減点する（実行力）（規律
性）
・出席に加え、提出課題の内容から、本人の「興味・関心」や「授
業への参加度」「学修意欲」「知識」「理解度」を評価する（主体
性）
・無断欠席、遅刻、居眠り、私語など講義に支障をきたす行動をせ
ず、授業が円滑に進行するようルールを守ることができるか（規律
性）

② ✓

③ ✓

④ ✓

⑤ ✓

社会人基礎力
（学修態度）



Ｂ（良）の目安：商品企画の基礎を理解し、市場を調査
し、分析ができる。トレンドとニーズに合わせたターゲッ
トの設定と、カラー・素材・デザインの提案ができる。
マップが計画的に製作できる。

Ｃ（可）の目安：商品企画の基礎をおおむね理解している
が、調査や分析は十分ではない。ターゲットの設定とカ
ラー・素材・デザインの内容が矛盾している。課題の提出
が遅れている。

週 学修内容 授業の実施方法 到達レベルC(可)の基準 予習・復習 能力名
時間
(分)

1

アパレル業界の全体構
造について
繊維から商品になるま
での流通の仕組みを知
り、川上から川下まで
を職種別に学ぶ

講義 職種別の業務内容が説
明できる

（予習）シラバスを確
認しておく
（復習）職種別の仕事
内容をレポートにまと
める 180

主体性
実行力
課題発
見力
傾聴力
規律性

2

ブランドポリシー＆
ターゲット企画表の作
成
ブランド企画において
必要な調査・分析の方
法を学ぶ

講義、演習、PCを利用
し情報収集する

自分が企画するブラン
ドのターゲットが設定
できる

（予習）自分の好きな
ブランドについて調査
する
（復習）ブランドポリ
シー＆ターゲット企画
表を完成させる

180

主体性
実行力
課題発
見力
創造力
傾聴力
規律性

3

ターゲットイメージ
マップの作成
ブランドコンセプトを
視覚的に伝える方法を
学び、イメージカラー
を設定する

講義、演習、PCを利用
し画像収集・コラー
ジュマップを作成
復習課題のフィード
バック
google classroomによ
る課題の提出

ターゲットを構成する
資料を集めることがで
きる

（予習）ターゲットイ
メージマップに必要な
写真や画像を集めてく
る
（復習）ターゲットイ
メージマップを完成さ
せる

180

主体性
実行力
課題発
見力
創造力
発信力
傾聴力
規律性

4

アパレルのシーズンに
ついて
大きく2つのシーズン
に分かれる理由と、
シーズンごとの展開ア
イテムやサイクルの捉
え方を学ぶ

講義
復習課題のフィード
バック
google classroomによ
る課題の提出

アパレル商品の店頭展
開時期について説明で
きる

（予習）ファッション
カレンダー（社会行
事）を製作する
（復習）ファッション
カレンダー（素材）を
加える

180

主体性
実行力
課題発
見力
傾聴力
規律性

5

シーズンイメージボー
ド①の作成
企画提案するシーズン
をＳＳ・ＡＷどちらか
で設定し、シーズンイ
メージを視覚的に表現
する方法を学ぶ

講義、演習、PCを利用
し画像収集・コラー
ジュマップを作成
復習課題のフィード
バック
google classroomによ
る課題の提出

シーズンテーマの設定
ができる

（予習）シーズンイ
メージボードに必要な
写真や画像を集めてく
る
（復習）シーズンイ
メージボード①を完成
させる

180

主体性
実行力
課題発
見力
創造力
発信力
傾聴力
規律性

6

シーズンイメージボー
ド②の作成
シーズンカラーとイ
メージする素材感を設
定し、視覚的に表現す
る方法を学ぶ

講義、演習、配色カー
ドと生地スワッチを用
いてマップを作成
復習課題のフィード
バック
google classroomによ
る課題の提出

流行色について理解
し、オリジナルブラン
ドにおとしこめる

（予習）流行色につい
て調べる
（復習）シーズンイ
メージボード②を完成
させる 180

主体性
実行力
課題発
見力
創造力
発信力
傾聴力
規律性

7

スタイリングマップ①
の作成
展開アイテムの参考に
するシルエットやコー
ディネートを集める

講義、演習、PCを利用
し画像収集・コラー
ジュマップを作成
復習課題のフィード
バック
google classroomによ
る課題の提出

展開アイテムが設定で
きる

（予習）スタイリング
マップに必要な写真や
画像を集めてくる
（復習）スタイリング
マップ①を完成させる 180

主体性
実行力
課題発
見力
創造力
発信力
傾聴力
規律性

能力名：主体性 働きかけ力 実行力 課題発見力 計画力 創造力 発信力 傾聴力 柔軟性 情況把握力 規律性 ｽﾄﾚｽｺﾝﾄﾛｰﾙ力

8

スタイリングマップ②
の作成
展開アイテムの参考に
するデザインのディ
テールや素材を集める

講義、演習、PCを利用
し画像収集・コラー
ジュマップを作成
復習課題のフィード
バック
google classroomによ
る課題の提出

展開アイテムのデザイ
ンポイントが説明でき
る

（予習）スタイリング
マップに必要な写真や
画像を集めてくる
（復習）スタイリング
マップ②を完成させる 180

主体性
実行力
課題発
見力
創造力
発信力
傾聴力
規律性



週 学修内容 授業の実施方法 到達レベルC(可)の基準 予習・復習 能力名
時間
(分)

9

デリバリーアイテム
マップの作成
1年間の展開アイテム数
を計算し、6ヶ月分の展
開アイテム数を決める
さらに1ヶ月分の具体的
なアイテムデザイン案
と、素材・カラー展開
を決める

講義、演習、PCを利用
しExcel表計算を活用
したマップを作成
復習課題のフィード
バック
google classroomによ
る課題の提出

ファッションカレン
ダーとの整合性がある
アイテム数を設定でき
る
シーズン・アイテムに
合う素材とカラーを設
定できる

（予習）アパレルブラ
ンドが1年間に展開す
るアイテム数を調査す
る
（復習）デリバリーア
イテムマップ①を完成
させる

180

主体性
実行力
課題発
見力
創造力
発信力
傾聴力
規律性

10

デリバリーアイテム
マップの作成
データ入力

オンデマンド配信（6
月上旬配信、6月下旬
提出）
PCを利用しExcel表計
算を活用したマップを
作成
google classroomによ
る課題の提出

ファッションカレン
ダーとの整合性がある
アイテム数を設定でき
る
シルエットや素材感の
伝わる商品名を考案で
きる

（予習）素材調達
（復習）デリバリーア
イテムマップ②を完成
させる

180

主体性
実行力
課題発
見力
創造力
発信力
傾聴力
規律性

11

ハンガーイラストにつ
いて
ジャケット、シャツ、
パンツ、スカートのか
き方を学び、素材の表
現技術を習得する

講義、演習、手書き又
はPCを利用しハンガー
イラストを作成
復習課題のフィード
バック

正確なハンガーイラス
トをかくことができる

（予習）具体的なデザ
インを2素材分考えて
くる
（復習）ハンガーイラ
ストを2素材分完成さ
せる

180

主体性
実行力
課題発
見力
創造力
傾聴力
規律性

12

企画絵型表の作成①
企業で実際に展示会等
で使用する絵型表につ
いて学ぶ

講義、演習、手書き又
はPCを利用しハンガー
イラストを作成

企画絵型表の必要性・
重要性について理解で
きる

（予習）具体的なデザ
インを2素材分考えて
くる
（復習）ハンガーイラ
ストを2素材分完成さ
せる

180

主体性
実行力
課題発
見力
創造力
発信力
傾聴力
規律性

13

企画絵型表の作成②
絵型表にハンガーイラ
ストを貼り、価格・サ
イズを設定する

講義、演習、手書き又
はPCを利用しハンガー
イラストを作成

販売価格・サイズ展開
の設定ができる

（予習）具体的なデザ
インを2素材分考えて
くる
（復習）ハンガーイラ
ストを2素材分完成さ
せる

180

主体性
実行力
課題発
見力
創造力
発信力
傾聴力
規律性

14

企画絵型表の作成③
企画絵型表を合計6素
材分完成させる
今までのマップをファ
イルにまとめ、表紙を
作り仕上げる

演習、手書き又はPCを
利用しハンガーイラス
トを作成
配色カードと生地ス
ワッチを用いて企画絵
型表を作成

マップをまとめあげる
ことができる

（予習）今までのマッ
プをまとめ、矛盾があ
れば修正する
（復習）全てのマップ
を完成させる 180

主体性
実行力
課題発
見力
創造力
発信力
傾聴力
規律性

能力名：主体性 働きかけ力 実行力 課題発見力 計画力 創造力 発信力 傾聴力 柔軟性 情況把握力 規律性 ｽﾄﾚｽｺﾝﾄﾛｰﾙ力

15

作品発表
企画したマップを使
い、プレゼンテーショ
ンを行う
傾聴する学生は評価コ
メントをつける

プレゼンテーション、
作品発表と評価を行う
マップファイルの提出
（後日コメントを付け
て返却）

学びが活かされたマッ
プ作りができ、分かり
やすい発表ができる

（予習）発表の準備を
する
（復習）これまでの振
り返りと考察をする

180

主体性
実行力
課題発
見力
創造力
発信力
傾聴力
規律性


